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ナ マ コ 増 殖 試 験

姥名 政仁 ･鹿内 満春

昨年度に引き続き試験を実施 し､天然採苗および種苗生産､中間育成について若干の知見が得ら

れたので報告する｡

なお､天然採苗を実施するに当たり協力していただいた平内漁業協同組合研究会茂浦支部､親ナ

マコ採揃に協力いただいた平内剛漁業協同組合茂浦支所に感謝の意を表する｡

1 天 然採苗調査

(1) 謝査場所 :平内町茂浦水産増殖センター前沖

(2)試験期間 :昭和62年 6月4日～昭和62年12月 1日

(3)試験方法 :採苗器は､ホタテ丸龍に付着用材質 (遮光ネット､パンライト波板)を入れたも

のを用いた｡

今年度は､椎ナマコの付着状況および落下状況を時期別に検討す るため､以下

に示す採苗器を用意し､ 6月4日に水深57nに垂下した.

a) 投入時か ら採苗器を落下防止ネット (種籾網地で作製したもの｡以下ネット

と記す｡)で包んだ もの｡

b) 投入後､産卵期が終了した時点 (7月24日)で採苗器をネットで包む｡

C) 投入後､ネットで包まない｡

取り上げは､8月24日に第 1匝旧 を行い以後､ 1ケ月に 1回行い12月1日まで4

回実施した｡

結 果 と 考 察

各取上げ時における付着状況および椎ナマコの測定結果を表 1､図 1と2に示した｡

図 1に示 した時期別付着数 (丸かど1段当り､以下付着数)を付着材質別にみると､遮光ネット

区では､第 1回目 (8月28日)が約 1個､第 2回目 (9月28日)が0.7-9.2個､第3回目 (10月29日)

が6-13個､第4回目 (12月1日)が7-10個であった｡また､パ ンライト区では第 1回目が0.7

個､第 2回目が0.7個､第3回目が 1-5.･5個､第 4回目が 1.1-3.7個と遮光ネット区がパンライト

区に比べ約 2倍の付着数が得られた｡第 1回目の付着数が他と比べ全休的に少ないが､このことの

原因として､この時期の付着椎ナマコは､体長で 9m ､体重では0.19以下と非常に小さく､色素の

発達も無く透明だったことから取り上げ時の確認作業が難かしく見落しがあったものと考えられる｡

次に椎ナマコの落下を防止するために､ネッ トで包んだものの効果であるが､第 1回目の取り上

げ時を除き､遮光ネット区､パンライト区ともネットで包まないものと比べ約2倍の付着数が得ら

れ､落下防止の効果が認められた｡また､さらに細か くみると最初からネットで包んだものが､遮

光ネット､パンライト区とも最も付着数が多かった｡
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表 1 天然採苗器付着椎ナマコ測定結果

付 着 ネ ッ ト 調 査 測定数 体 体 重 (9)

材 質 区 分 L% 月 日 (仲着数)最 小 最 大 平 均 悪 霊 最 小 最 大 平 均 悪 霊

逮

光

ネットなし 1)

2)

3)

4)

最 初 か ら 1)

ネ ッ ト 2)

3)

4)

途 中 か ら 1)

ネ ッ ト 2)

3)

4)

8月24日 5

9月28日 2

10月29日 25

12月 1日 3)

同 上 7

47

79

63

同 上 5

55

53

64

9

15

8

18

ll

7

9

ll

7

10

6

12

12 10.釦 1.3)

30 22.5) 10.61

34 20.32 7.77 0.04 0.77 0.23 0.188

56 35.10 9.56 0.06 1.25 0.51 0.358

16 13.14 1.77

40 18.17 6.48

48 26.# 9.22 0.02 1.66 0.32 0.320

62 37.63 10.41 0.06 2.53 0.SX) 0.610

12 8.fX) 1.92

35 18.33 5.74

38 21.3) 8.37 0.01 0.67 0.21 0.153

68 37.13 ll.09 0.04 2.48 0.83 0.611

○
ノヽ

ソ

フ

ネットなし 1)

2)

3)

4)

最 初 か ら 1)

ネ ッ ト 2)

3)

4)

途 中 か ら 1)

ネ ッ ト 2)

3)

4)

8月24日 2

9月28日 0

10月29日 6

12月 1日 5

同 上 2

5

34

22

同 上 6

20

28

19

6 15 10.50 6.36

10 22 15.33 5.05 0.04 0.17 0.侭 0.052

33 22.弐) 9.銘 0.04 0.65 0.32 0.269

9 8.001.41

21 17.80 4.09

27 13.47 4.59 0.01 0.19 0.(冶 0.040

70 30.5方 13.3) 0.09 4.鵬 0.84 0.SB8

10 8.EX) 1.05

30 15.50 5.53

40 21.25 8.89 0.02 1.93 0.29 0.39

47 24.47 ll.05 0.06 1.53 0.39 0.406

図2に示した付着椎ナマコの体重測定をみると､遮光ネット区では､第 3回目が平均021-0.32

9､第 4回目が平均0.51-0.909､パンライト区では､第 3回目が平均0.06-0.299､第 4回目が

平均0.32-0.849となり､付着数と同様に遮光ネット区がパ ンライト区に比べ大型の稚ナマコが得

られた｡また､付着数と同様にネットを有する試験区の方が大型の椎ナマコが得られた｡

今回の試験で初めて天然採苗における初期からの付着椎ナマコ数および落下椎ナマコ数の量的な

変化を時期別に取り上げ検討したところ､落下防止ネットを付けることにより落下椎ナマコの防止

(付着数の増加)に加えて成長の促進が期待できることが判ったが､将来の事業化レベルで考えた

場合､付着数が最高でも10個程度と少ないことから､今後､事業化に結び付くような結果が得られ
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コ体重測定結果2 種 苗生産試

験(1) 試験場所 :青森県水産増殖センター(2)試験期間 :昭和62年 5月28日～10月

14日(3)試験方法 :I) 産 卵 誘 発用いた親ナマコは昭和62年 5月28日茂浦地先

で採捕 した53尾および5月28日に平内町漁協茂浦支所より採捕 していただいた75尾の計 1

28尾である｡採捕 した親ナマコは産卵誘発まで11-13℃の水温で無給餌飼育した｡産卵誘発

は6月 2日から6月23日にかけて5回､飼育水温を温海水に切り換え徐々に20℃まで加温

して行った｡反応 した個体はそれぞれ誘発水槽より取り出して他の水槽に収容 し､放

精､放卵後受精させた｡2)種 苗 生 産産卵誘発で得られた幼生は500gダイライト水

槽および30β角型水槽に29万-58万個を収容し､飼育水温はウォーターバス方式によ

り著 しい水温変化が生じないようにした｡餌料はPavlovalutheriを飼育水1cc⊥当り1万

細胞の密度で与えた｡飼育は止水で通気 し､換水は3日に1回行った｡採苗は ドリオラリア幼生

が全体の30-40%出現した時期に付着珪藻を培養 したタキロン製波板を採苗器として用い､採苗後稚ナマコに変態した後に

流水飼育とした｡3) 温度別幼生飼育6月23日の産卵誘発で得た平均体長235.8JL7nの幼生

を使用した.10 ℃､15℃､20 ℃区の3つの試験区を設定 し､30gパンライ ト水槽に飼育水1cc当り1個体の密度とした｡餌料は､



Pavlova lutheriを飼育水 1cc当り1万細胞の密度で投餌し､3日に1回1/2換水した｡

結 果 と 考 察

(1) 産 卵 誘 発

5回の産卵誘発を行い､6月4日を除き全て反応がみられた｡第 1回目220万粒､第 4回

目に443万粒､第 5回目に38万粒採卵することができた｡産卵誘発は､これまで同様､水温

を20℃に加温することにより採卵することができた｡受精率は第 1回目が78.2%､第 2回目

が94-100%と高く､それぞれ､43万個､217万個､ 6万個の浮遊幼生を得た｡

(2)種 苗 生 産

幼生の飼育経過は表 2に示した｡ 6月 3日採卵群および6月 8日採卵群とも受精後10日且

にはドリオラリア幼生の出現がみられた｡採苗はドリオラリア幼生が全体の30-40%出現し

た時点､両採卵群とも受精後11日目に行った｡採苗時の生残率は､6月 2日採卵群では63.5

%､6月8日採卵群では57.9-100%であった｡

表 2 産卵誘発および幼生飼育結果

誘発月日 富農 放卵放精数 採卵数 受 精 率 殻容纂 琶 要 覧 生 残 率 賃諾 椎窟 コ 生鮮

尾
6月 2日 53

6月 3日 53

6月4日 75

6月8日 75

千粒
♀ 1:谷 1 2200

:谷 1

782
% 千個

430
千個
305

%
63.5

♀6:86 4430 94-100 2170 212<80 55.7-100

6月23日 30 ♀ 1:谷 1 382 100 ※ 60 10℃区
15℃区
20℃区

千個
60

120

界
4
4

9
山3
2
1

個

6
9

4
0

3
6
1
1

4
0
0
0
0

31E:0
0
0
0
0

0
0
6
3
8

2
2
1
3
5

7LL?00
0
0
0

0
0
8

8
5
1

2
5
2

6
1
4

0
0
0

5
5
5

5

.
1

.
4

2
3
8

日H

※温度別飼育試験に使用

これ らの幼生を受精後 100日まで飼育したところ6月 2日採卵群では平均体臣11孤征､平均休

重0.159の椎ナマコを2955個､6月8日採卵群では平均休長11m､平均体重0.129の椎ナ

マコを 1133個得られた｡生残率は6月2日採卵群が 1.34-2.24%､6月8日が0.- 0.57%で

あった｡採苗後は､波板による流水式飼育になりこの期間の生残率が非常に低下することか

ら今後､生残率を高める為の椎ナマコの飼育方法を検討しなければならない｡

(3) 温度別飼育試験

温度別幼生飼育での水温を図 3に幼生の体長変化を図4に示した｡受精後 3日目にはすで

に温度の影響が現われ､ー20℃区では平均体長 583p7nに成長しているのに対し､ 10℃区では

平均体長423p7nで成長に差がみられた.20℃区ではその後幼生の体の収縮が始まり､ 9日
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図3 温度別飼育試験における水温の変化

Pm

35dqy図4 温度別飼育試験における幼生体長の変化
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目にオーリクラリアからドリオラリアに変態した｡15℃区では17日目に､10℃区になると急

激に遅くなりドリオラリアが出現したのは､受精後33日目であった｡椎ナマコがみられたの

は､20℃区が18日目､15℃が24日目､10℃が㍊日日で生残率はそれぞれ8.4%､3.1%､

12.5%であった｡

飼育期間中の平均水温は10℃区で10.9℃､15℃33で15.1℃､20℃区で20.2℃であった｡こ

のことから10 ℃､15℃､20 ℃の 3区により､受精後､変態するまでの速度を示したものが図

5で､変態速度と飼育水の関係は､

Y-0.00928T-0.06596 Y:変態までの速度 (1/日)

T:飼育水温 (℃)

となり､Y-0のときT-7.1で､変態するのに必要な下限温度は7.1℃となる｡

変
態
ま

で
の速
度

(
-
/
日
)

Y-0.(氾928T-0.0659

10 15

飼 育 水 温

図5 飼育水温と､ ドリオラリア変態までの速度との関係
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3 中間 育成試験

(1)試験場所 :平内町茂浦水産増殖センター前沖

(2) 試験期間 :昭和62年10月14日～昭和63年 5月14日

(3) 試験方法 :供試 した椎ナマコは昭和62年 6月に人工採苗で得 られたものである.これらの鹿

苗を図 6に示す中間育成容器を用い収容密度を変え水深 57nの海底に設定 した.

収容密度は､50個(1個体当りの容積 1056CⅡ苧)､100個(528C㌔)､500個(106cnf)

の3区分設定した｡また､付着器材の構造を検討するため､タキロン製波板に穴

を有するものと有しないものを設定した｡

結 果 と 考 察

中間育成結果を表 3､図 7に示 した｡

椎ナマコの生残率は50個が88% (平均値､

以下同)､ 100個区が74%と高かったが密

度の濃 くなった500個区では48%と著しく

低下 した｡また､増重量についても同様に

50個区及び 100個区では､それぞれ2.39､

1.59(平均値､以下同)と大きかったが､

500個区では0.69であった｡

容器内の構造､穴あきタイプ及び穴なし

タイプにおける生残率と増重量の差は､各

収容区において明瞭な差がみられなかった

が容器内の椎ナマコの移動､海水の循環等

を考えると穴あきタイプが適しているもの

と考えられることから､さらに検討する必

要がある｡

図 6 椎ナマコ中間育成器これらのことから､椎ナマコの中間育成時における生残率と増重量は

､収容密度により大きく変化することが 判明した｡今後は､中間育成移行時期､椎ナマコの移行サ

イ ズの検討を含め､再に効率的な育成方法を

検討しなければならない｡蓑 3 椎ナマコ中間育成結果 (試験開始 昭和62年10月14日 試験終了 昭和63年 5月

14日)収 容区 分 穴 あ き タ イ プ 穴 な し タ イ プ試験開始 試験終了 増産量 生残率 試験開始 試験終了

増重量 生残率50個区 平均体重 0.169 2.529 2.369 fB.0% 0.179 2.579
2.479 76･0%平均体重 0.23 2.26 2.03 92.0 流

失100個区 平均体重 0.12 1.23 1.11 59.0 0.12 1.67
1･55 85･0平均体重 0.14 1.65 1.51 鍵.0 0.16 1.68

1･52 68･0500個区 平均体重 0.10 0.75 0.65 32.0 0.10 0.67 0.57
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